
2.災害廃棄物処理セミナー（四国ブロック）の開催概要 

(1)開催概要 

日時：平成29年１月19日（木）13：00～16:30 
場所：ひめぎんホール本館 第８会議室 

(2)プログラム 
 

◇主催者あいさつ 
 環境省中国四国地方環境事務所 高松事務所長  宇賀神 知則 
 
◇地元あいさつ 
 愛媛県県民環境部長 石丸 猛男 
 
◇講演１ 
「南海トラフの巨大地震とその想定」 
 神戸大学 都市安全研究センター 准教授 廣瀬 仁  
 
◇講演２ 
「東日本大震災における災害廃棄物処理の取組について」 
 仙台市環境局 施設部 施設課 主幹 兼 建設第二係長 小和田 圭作 
 
◇講演３ 
「災害廃棄物処理の実効性・安全性・信頼性向上に向けて」 
 京都大学大学院 地球環境学堂 准教授 浅利 美鈴 

 
各講演の配布資料は，資料編を参照のこと。 

(3)参加者 

四国ブロック内の自治体，関係団体，民間事業者から計76名の参加があった。 
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